
現場から必要とされ、真に経営に役立つ「情報活用」とは何か！
数多くの実績をもとに、PLEMIAの活用事例をご紹介

FUJITSU PLM SOLUTION

さらなる進化を！次世代PLM活用セミナー

昨年からの厳しい経済状況で、各社様とも現状を乗り切るための徹底したコスト削
減、状況が回復した後のスタートダッシュに向けた構造改革などに取り組まれてい
ることと存じます。

このたび、富士通ではこうした各社様の状況をIT面からご支援できるソリューション
として、次世代PLM 「 PLEMIA M3」 を発表いたしました。
このPLEMIA M3を中心にした、富士通のPLM製品のご紹介やデータ活用の考
え方、そして実際にPLM製品を活用した開発・生産業務改革の事例などをご紹介

いたします。

是非ともこの機会にご参加いただき、各社様の現在の取り組みをさらに進化させ
たものにしていただきたいと存じます。

日時： ２００９年１１月１８日（水）
13:00～ 受付開始

会場： 富士通株式会社
関西システムラボラトリ
（JR京橋駅 徒歩８分）

〒 540-8514
大阪府大阪市中央区城見2-2-6
Tel: 06-6920-5600

定員： １００名
※ 定員になり次第、締め切らさせていただきますので、

予めご了承ください。

以下のＵＲＬから、お申し込み下さい。
http://jp.fujitsu.com/solutions/plm/rd/2009/1118.html

MAP



13:00 受付開始

13:00 - 13:30 受付

13:30 - 13:35 ごあいさつ
富士通株式会社 産業ビジネス本部 組立産業統括営業部
部長 内田 泰隆

13:35 - 14:35 コニカミノルタによる「もの作り革新」の実践

コニカミノルタ様では、業務統合を受けて短期間でＰＬＭシステム構築を実施し、開発・生産業務の
製品構成管理を改革し、一本化を実現され、「ものづくり改革」の基盤を整備されました。
あれから2年、生産管理との連携やＶＰＳによる生産準備業務などを開始され、生産の垂直立ち上げを実現
されています。PLEMIAを活用し、今も幅広いソリューションを展開されている事例をご紹介いただきます。

コニカミノルタ情報システム株式会社
ソリューション本部 Ｒ＆Ｄシステム部
グループリーダー 杉浦 基之様

14:35 - 15:35 モノを作らないものづくり～日本発のものづくりＩＴで時間と品質を稼ぐ～

日本の強みである、摺り合せ型の製品開発では、部品と機能の関係が１対多になります。ものづくりの
開発プロセスの早い段階で、設計課題に対する擦り合わせ状態を解決しておくためには、コミュニケーション
と設計の試行錯誤を徹底的に支援することが必要です。設計者の高度な知的創造を情報支援し、膨大な
データベースから解決法を発想できる、設計者の構想力を高めるためのツールとしてＰＬＭをご紹介します。

富士通株式会社

15:35 - 15:50 休憩

15:50 - 16:50 次世代PLM – PLEMIA M3 –
「プロダクト」 「プロセス」 「リソース」の３つのマネジメントの統合により、新たな世代を迎えたPLEMIA。
今年５月に新バージョンを提供し好評を得ている、次世代PLM「PLEMIA M3」の全体像と共に、
製品情報管理をシステム化したいニーズはあるものの、投資効果の観点からなかなかシステム導入に
踏み切れなかった状況を、少しだけ視点を変えることでシステム導入に一歩を踏み出すことができた
PLEMIA導入事例を交えてご紹介します。

株式会社 富士通長野システムエンジニアリング
PLMソリューション事業部 ビジネス推進室

16:50 - 17:00 まとめ・Q&A
富士通株式会社 産業ビジネス本部 PLMビジネスセンター
センター長 永嶋 寿人

セミナー概要

AGENDA ※ プログラムは、変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

〔個人情報について〕

富士通株式会社PLMビジネスセンター
全国支援Grp
TEL:06-6920-5598
E-mail:plm-salessupport@ml.css.fujitsu.com

〔セミナーについて〕

■ 富士通株式会社PLMビジネスセンター全国支援Grp
TEL:06-6920-5598 E-mail:plm-salessupport@ml.css.fujitsu.com
■（株）富士通長野システムエンジニアリング
PLMソリューション事業部ビジネス推進室
TEL:026-234-8762 E-mail:fns-plemia@cs.jp.fujitsu.com

【【お問い合わせ先お問い合わせ先】】


